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WB 1:500-1:1000,IHC 1:50-1:100,ICC/IF 1:50-1:200,FC 1:50-1:100,IP 1:20-1:50

Calculated MW: 19 kDa; Observed MW: 19 kDa

TSPO

TSPO; BZRP; MBR; Translocator protein; Mitochondrial benzodiazepine receptor; PKBS;
Peripheral-type benzodiazepine receptor; PBR
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	応用
	抗原情報
	背景
	ペルオキシソーム増殖因子であるペルフルオロデカン酸（PFDA）は、PBR mRNAの安定性に影響を与えることでライディッヒ細胞のステロイド生成を阻害し、PBRの発現、ミトコンドリアへのコレステロール輸送、そしてそれに続くステロイド形成を阻害します。細胞質タンパク質であるPRAX-1（末梢ベンゾジアゼピン受容体関連タンパク質1）は、PBRと特異的に相互作用することが分かっています。
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	(1) U87-MG溶解物、(2) A431溶解物中のカルレティキュリンのPBR抗体を用いたウエスタンブロット分析。
	

	PBR 抗体を使用したパラフィン包埋ヒト結腸の免疫組織化学分析。抗原賦活化には高圧高温クエン酸ナトリウム pH 6.0 を使用しました。

